
(別紙様式)

学校名

記載者名

１　自己評価を実施した人数

校　長 教　頭 事務長 教　諭 事　務 その他 計

実施人数 0 1 1 131 5 9 147

※その他

２　学校関係者評価を実施した人数

学校評議員 ＰＴＡ役員 その他 計

実施人数 4 1 0 5

※その他

３　外部アンケート等を実施した人数

保護者 生徒 その他 計

実施人数 44 32 0 76

※その他

４　学校評価結果の公表方法等（該当項目に○、複数回答可）

自己評価

学校関係者評価

５　令和元年度の学校評価を踏まえ、令和２年度改善した点　（いじめ問題に関すること等）

６　令和２年度の学校評価で明らかになった課題

　②学校評議員より頂いた学校評価の中で、教職員と保護者の評価に差がある項目の点検。

令和2年度学校評価の実施状況等調査

鏡が丘特別支援学校

下地正也

　①学校活動の評価項目に、「地域社会に開かれた教育課程の実現に向け、家庭、地域との連携、協
力による学習活を展開している」の項目を設定し、学校と家庭・地域社会との連携に関連したアン
ケート実施する。

　④「学校が楽しくない」「いじめ問題」等に意見を出した生徒への対応として、教職員を交えた当事
者同士の話し合いと合わせて、学校カウンセラーとの面談、保護者との情報交換等を通して関係改善
に取り組むことができた。

　⑤「学校施設設備」では、事務長を中心に優先箇所から設備修理の実施計画の作成。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①ホームページ　②学校便り　③保護者への説明会　④その他（学校職員全員へ配布）

①ホームページ　②学校便り　③保護者への説明会　④その他（　　　　　　　　　　　　　）

　②今年度は新型コロナ感染症対応のため、全てのアンケートに、コロナ感染症の取り組みに関連し
た評価項目を設定し対策に取り組んだ。

　③校内研修では、昨年度より継続して、学習指導要領に沿った教育課程つくりに取り組む。
　昨年「医療的ケア担任サポートポケットガイド」を作成し、全教職員が活用し組織的医ケア体制を構
築していく。

　①地域社会に開かれた教育課程の実現に向けた取り組みを予定していた。今年度はコロナ感染症
対策のため、ほぼ中止となり、今後はこれまでの取り組みを改善し新しい方法により地域との連携・
協力が必要である。



７　令和２年度の学校評価を活かした令和３年度の改善点

　②学校でのいじめについて意見を出した児童生徒は「友人との人間関係で悩んだ結果」が関係して
いることがわかった。教職員を交えた当事者同士の話し合いや、学校カウンセラーとの面談、保護者
との情報交換等を通して関係改善に取り組めた。

　③新型コロナ感染症への対策
　今年度は年間を通して新型コロナウイルス感染症対策として、シールド設置や３密対策、部外者の
校内立ち入り制限等が徹底を図れた。コロナ感染症への対策おいて、養護教諭を中心に、看護師・学
校職員・保護者・主治医が連携して予防喚起や個別対応を継続する。

　③「学校でのいじめや暴力」に関した内容については、常日頃から全職員で、連携して対応にあたる
必要がある。

　④新型コロナ感染症対策への徹底。

　⑤「学校施設設備」についての評価では、教職員が改善を求めている。毎年の課題だが、開校から
40年近く経過した老巧化の厳しい校舎の安全第一とする施設設備の修繕。

　①校内研修の充実
  校内研修を、教育活動の「実態把握→目標・計画・環境設定→指導内容→てだて（主体的･対話的
で深い学び）→評価」を行う。また、学校の道徳教育目標を整え（見直し）、道徳教育の充実を図る。
（特別の教科道徳の授業つくり）

　④県教育委員と連携し予算要求等を行い安全な施設設備の修繕を図れた。


